
連携の可能性
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・SSS、エプロン先生、プール、まち探検、見守り、五城ボランティアなど、地域の方に協
力いただいている。
・職場体験でお世話になっている。
・人材バンクを作成中
・附属小中は、地域がないという課題がある。地域とつながっていきたい。
・五城ボランティアに依頼が増えて、充実している。（地域や市民Cイベントなど）部活動
との兼ね合いで特定の生徒のみの参加になっている。
・あいさつ運動は、東六小と五城中で行っている。

まとめ
①小中のつながりを大事にしたい。（五城ボランティア）
②親子のつながりを大事にした地域連携を進めていきたい。
→親も一緒に、親も巻き込んで
③保護者の中にも強みをもった方（地域資源）がいるのでは？つながりを増やしていきた
い。

その他
北六、東六、附属とも一緒にできるといい。例えば、あいさつ運動など（地域連携の資料
内に日程あり）
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